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令和元年度社会福祉法人流山市社会福祉協議会事業報告 
 
 令和元年度は、「第２次流山市地域福祉活動計画」と「流山市社会福祉協議会活動強化計

画」に中間年として各種事業を展開しました。 
 児童福祉については、増え続ける学童クラブのご利用者に対応するため夏休み前にオープ

ンした鰭ケ崎小学校区第３ひまわり学童クラブの指定管理者として働く保護者の皆さんを応

援し、子どもたちに快適で安全な放課後の場の提供に努めました。なお、新型コロナウイル

ス感染症予防のため３月から一斉休校となったことを受け、夏休みなどと同様、朝７時から

開所しました。 
 また、子ども食堂を応援するためのイベントの後援などを通して、活動への理解を呼び掛

け、集まった寄付をお届けしてその活動を支援しました。 
 「子育てサロン」を共催している流山市民生委員児童委員協議会と連携し、全国民生委員

児童委員連合会の依頼を受け、その活動への理解や普及のための音楽動画を流山市内で制作

し、無料動画サイトや市内駅前サイネージなどで公開するに至りました。 
 高齢者福祉については、楽しみながら介護に触れる機会を提供しようと７月に「ケアセン

ターまつり」を開催しました。また、増え続けるお一人暮らしのご高齢者の生活を支援する

ため、成年後見制度の相談会を増設し、裁判所から講師を招き講演会を開催するなど、その

普及啓発に努めました。元気なご高齢者が、要介護のご高齢者をサポートする介護サポータ

ー養成講座を公民館と連携し普及拡大に努めました。 
 障害者福祉については、就労継続支援Ｂ型「流山こまぎ園」の老朽化が進んでいたことか

ら施設点検などを充実させ、快適な就労環境の確保に努めました。また、自閉症の方々の絵

画展や障害者のためのコンサートをはじめ「バリアフリーおはなし会」などを後援し、障害

者の文化芸術活動を側面から支援する一方、流山市教育委員会と共催で続けている「バリア

フリー演劇鑑賞会」も４回目を迎えました。 
 経営改革については、プロパー職員から初の課長職の辞令を発し、介護現場や学童クラブ

での新規採用による増員を図りました。また、共同生活援助事業所「野々下の樹」の協力を

得て、自動販売機を設置し自主財源の確保に努めました。 
 災害対策については、５月に非常時の伝達訓練と併せた徒歩や自転車による参集訓練を行

い、９月には流山市総合防災訓練に参加し「災害ボランティアセンター」の活動内容を紹介

しました。台風１５号と１０月の大雨によって千葉県内の被害が甚大であったことから３市

１町に３８日間、職員を交代で派遣しました。さらに３月には、日曜日に常勤職員全員が参

加して災害ボランティアセンターの運営訓練を行い、災害時に備えました。 
 生活困窮者については、「愛の資金」を前年度の倍額に補正増して生活支援を行い、一方

で「ミニフードバンク」を活用して食品の提供にも力を入れました。また、３月には新型コ
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ロナウイルス感染症の影響により、収入減少があった世帯の資金需要に対応するため、生活

福祉資金貸付制度の緊急小口資金および総合支援資金について特例措置が講じられたことを

受け、相談体制を強化し困窮者の生活を支援しました。 
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１ 社会福祉事業  
（１）法人運営  
 ・組織の運営  

〇理事会  
期 日 主な内容 

令和元年 ５月２３日 
＜令和元年第２回＞ 
平成３０年度事業報告・決算の認定について 他 

６月１２日 
＜令和元年第３回＞ 
委員会規程の一部を改正する規程の制定について、会長及び副会長

の選任について 他 

８月２９日 
＜令和元年第４回＞ 
令和元年度社会福祉事業区分補正予算について 他 

１２月１０日 
＜令和元年第５回＞ 
令和元年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算について、

評議員の推薦について 他 

令和２年 ３月１９日 
＜令和２年第１回＞ 
令和元年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算について、 

令和２年度事業計画・予算について 他 
 
〇評議員選任・解任委員会  

期 日 主な内容 

令和元年 ５月２４日 
＜令和元年第１回＞ 
評議員の選任について 

１２月１０日 
＜令和元年第２回＞ 
評議員の選任について 

 
〇評議員会  

期 日 主な内容 

令和元年 ６月１２日 
＜令和元年第２回＞ 

平成３０年度事業報告・決算の認定について 他 

 ９月１９日 
＜令和元年第３回＞ 
令和元年度社会福祉事業区分補正予算について 

１２月１８日 
＜令和元年第４回＞ 

令和元年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算について 
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令和２年 ３月２４日 

＜令和２年第１回＞ 

令和元年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算について、 

令和２年度事業計画・予算について 
 

〇三役会  
期 日 主な内容 

令和元年 ５月２１日 
＜令和元年第２回＞ 
平成３０年度事業報告及び決算について 他 

令和２年 ３月１６日 
＜令和２年第１回＞ 
令和元年度社会福祉事業区分及び公益事業区分補正予算について、 
令和２年度事業計画・予算について 他 

 
〇委員会等 

①広報・高齢者対策委員会 令和元年５月３１日、９月２日、令和２年３月３日 
②児童・障害者対策委員会 令和元年１０月７日 

③歳末たすけあい配分委員会 令和元年１１月１９日 

④心配ごと相談所運営会議 
令和元年５月２８日、７月２６日、１０月２９日、 
令和２年２月２１日 

 
〇監査 

期 日 主な内容 
令和元年  ５月１５日 平成３０年度監査 

１０月２４日 令和元年度中間監査 

 

・組織体制基盤の強化 

〇研修 

市民のニーズに的確に応え、優れた福祉サービスを提供していくために、 

職員一人ひとりが役割に応じた能力を備えられるようにするとともに、社会 

福祉協議会のより一層の組織力の強化を図ることを目的に実施している。 

令和元年度は、流山市社会福祉協議会活動強化計画にも位置付けられてい 

 る職員がボランティア活動などに参加し、職員自身の成長を促す仕組み作り  
に積極的に取り組むことを目的に、長時間労働の健康影響と災害に対する当 

会災害ボランティアセンターの役割について、理解と認識を深めた。 
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期 日 主な内容 

令和元年 ９月 ４日 

「長時間労働の健康影響について」 

 【講師】 

石渡クリニック院長（産業医） 石渡  隆 氏 

令和２年 １月２２日 

「災害ボランティアセンターについて」 

令和元年の台風１５号・１９号の風水害における千葉県内

市町村社協災害ボランティアセンター運営支援派遣報告 他 

 

・会員募集 

  社協会費は、さまざまな福祉関係団体への助成、福祉教育やボランティア

活動の推進、地区社会福祉協議会、高齢者の福祉対策費等に充てられ、「誰

もが自分らしく安心して暮らせるまちづくり」を目指した本会の事業を進め

る上での大切な財源となっている。 

  また、社協会員になることによって、一人ひとりが「地域福祉」を自らの

活動として受け止め、地域福祉活動に間接的に参加していただくという意味

合いも持っている。 

  社協会費について、普通会員は全世帯の皆様にお願いし、本会が行う社会

福祉事業推進活動にご理解ご賛同いただける個人や法人の皆様には、賛助会

員、法人会員としてご協力をお願いした。 

 

〇協力員会議 

  市内の各自治会よりご推薦をいただいた協力員を対象に、協力員会議を

開催し、社協活動（地域福祉の推進活動、生活困窮者への貸付、高齢者・

障害者等を支えるための福祉サービス事業、ボランティア活動の推進事業

等）の資金の一部に充てられる会費と公的施策のみで支えられない分野を

支援するための民間福祉事業の財源の確保や、募金活動を通じての住民相

互の助け合い精神の普及を目的とした赤い羽根募金、地域住民や民生委

員・児童委員、社会福祉施設等の関係機関や団体の協力のもと、新たな年

を迎える時期に援護を必要とする世帯等への支援や地域福祉活動推進・強

化のための歳末たすけあい募金の取りまとめについて依頼した。 

  なお、令和元年度は２日間の開催のうち、平日と休日にそれぞれ行い、

協力員１７８人中１３１人が参加し、前年度よりも１０人増加した。 
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協力員会議  

期 日 場 所 時 間 
出席者数 

（カッコ内は昨年度出席者数） 

令和元年 

６月２８日(金) 

ケアセンター 午前１０時 ２９人（３２人） 

 

１３１人 

（１２１人） 

初石公民館 午後２時 ３８人（３２人） 

６月２９日(土) 
北部公民館 午前１０時 ３８人（４１人） 

東部公民館 午後２時 ２６人（１６人） 

＜会議事項＞  １）社会福祉協議会の主な活動について 

        ２）社会福祉協議会会費及び共同募金運動について 

 
 
（２）広報啓発 

①広報紙「ながれやま福祉だより」の発行  
年４回（６・９・１・３月）  
（新聞折り込みにより全世帯配布）  

②ホームページの運営  
③パンフレットの発行  

（世帯回覧のほか、公共施設の窓口等で配布。）  
④ＳＮＳによる情報発信（ツイッター及びフェイスブック）  
⑤その他  
 災害をテーマにしたＮＨＫドラマや学校教材の制作などに協力。全国民  
生委員児童委員連合会による同委員活動への理解を深めるための動画「民  
Ｓａｙ！Ｒａｐ！」の制作に協力した。また、マスコミ・ミニコミへのパ  
ブリシティ活動を行い、福祉活動への理解を求めた。  

 

 

（３）福祉活動 

 ・福祉団体の支援及び連携、協働 

地域福祉の充実と向上を図ることを目的とした福祉関係団体（柏地区保

護司会流山支部、東葛飾地区更生保護女性会、流山市原爆被爆者の会、流

山市身体障害者福祉会、流山市視覚障害者協会、精神障害者家族会よつば

会）等の活動に対し、その運営及び事業活動への助成を行うことにより、

地域福祉の推進を図った。 

流山市民生委員児童委員協議会や流山市老人クラブ連合会、流山市シル

バーサービス事業者連絡会の事務局を運営し、各種事業の企画・運営や関

係機関との連絡調整等に努めた。 
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（４）地域福祉推進 

  誰もが自分らしく安心して暮らせるまちづくりの実現を目指し、小・中学

校のご協力をいただき、啓発用のポスターを作成し、市内公共施設や自治会

掲示板に掲示した。また、１１月の地域ぐるみ福祉活動推進月間には、流鉄

株式会社にご協力をいただき、流鉄流山線の車内にも啓発用ポスターを掲示

したが、同時期は児童虐待防止推進月間でもあり、民生委員児童委員協議会

で実施している児童虐待防止標語ポスターもあわせて掲示し、広く住民の皆

様に福祉を啓発するとともに、地域福祉活動の中核を担う地区社会福祉協議

会活動の支援や地域ぐるみ福祉活動の推進に努めた。 

また、令和２年３月に、地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、

老人クラブ、赤十字奉仕団等福祉関係団体との地域懇談会を開催予定であっ

たが、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、開催を見送った。 

 

・流山市地域福祉活動計画の推進 

地域懇談会の開催 

（市内４圏域で開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止 

のため開催を見送った。） 

 

・ミニフードバンク事業（善意の受入・払出） 

  社会福祉協議会では、善意の受入・払出として住民の皆様からの善意で提

供いただいた物品を、支援を必要とされている方に提供した。  
お寄せいただいた物品のうち、特に、食料品（お米・レトルト食品など）

や日用品（洗剤・ハンドソープなど）については、ミニフードバンク事業と

して、一時的に生活に困窮している方や、市内の子ども食堂へ提供した。  
また、この事業は生活困窮者自立支援制度の自立相談支援機関（流山市く

らしサポートセンターユーネット）と連携し、対応している。  
このほか、平成３０年度に続き、フードバンクちばのフードドライブ（食

品回収）設置窓口として、第２２回、第２３回、第２４回のフードドライブ

に協力し、住民の皆様からご提供いただいた食料品をフードバンクちばに届

け、さらに、令和元年１１月に発足した「とうかつ草の根フードバンク」と

も連携し、東葛飾地域におけるフードロスや食糧支援の対応への協力体制を

構築した。  
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善意の受入・払出実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フードドライブ実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子育てサロンの開催 

生涯学習センター・民生委員児童委員協議会・社会福祉協議会の三者共催  
で、乳幼児をもつ親子に交流を深めていただくとともに、日々の子育ての中  
で抱く様々な悩みや不安の解消を図ることを目的として、生涯学習センター  
を会場に子育てサロン「サンサン」を隔月開催した。  
 

期 日 内 容 参加者数 

令和元年５月２９日 健康ミニ講座、手遊び、軽いヨガ、ペープサート 他 １６組３２人 

７月３１日 工作「風鈴」、手遊び、軽いヨガ 他 １６組３２人 

９月２５日 
工作「ハロウィン飾り」、エプロンシアター、 

軽いヨガ 他 
２１組４２人 

１１月２７日 健康ミニ講座、手遊び、軽いヨガ 他 １７組３４人 

令和２年１月２９日 節分イベント、手遊び、軽いヨガ 他 １２組２４人 

 

 

品 名 受入件数 払出件数 

食料品 ２０件 ２２件 

日用品 ２０件 ２０件 

介護用品 ２３件 １１件 

その他 １１件 １２件 

合 計 ７４件 ６５件 

回 数 期 間 受入件数 

第２２回 令和元年５月１３日～６月２８日 １件 

第２３回 令和元年９月１７日～１０月３１日 ２件 

第２４回 令和２年１月２０日～２月２８日 ２件 
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・地区社協活動の推進 

〇地区社会福祉協議会代表者会議 

 （３月に開催予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため 

  中止） 

 

・福祉教育活動の支援 

〇地域ぐるみ福祉事業の推進 

市民まつり（福祉会場）や市内全域において、啓発活動等を実施し、 

福祉への意識の高揚に努めた。 

期 日 内 容 

令和元年１０月７日 

児童･障害者対策委員会 
（地域ぐるみ福祉のまちづくり推進ポスター及び推進標語の審査） 
  応募数  ポスター 小学生２２点 中学生１３点 
       標 語  小学生４８点 中学生１７点 

１１月３日 市民まつり（福祉会場）における啓発活動 

１１月１日～１２月末 
地域ぐるみ福祉のまちづくり推進ポスター及び標語の最優秀賞作品 

を掲載したポスターを市内公共施設や自治会掲示板、流鉄流山線車内 

に掲示し、福祉の啓発をした。 

 

 

（５）ボランティアセンター 

・災害時の対応 

災害ボランティア講座の開催や、総合防災訓練、コミュニティケア会議等

への参加を通じ、災害ボランティアセンター立ち上げ時の運営支援者の養成

や活動紹介を行うとともに、災害時に備えた各種団体等との連携・協力体制

の強化を図った。  
また、大規模災害における職員の緊急参集体制を検証するために職員非常

参集訓練を実施したほか、災害ボランティアセンターの立上げに備え、屋外

での運営訓練を実施し、職員の防災意識の向上を図った。  
令和元年台風１５号など頻発した台風・大雨により県内各地で発生した災

害については、千葉県社協と連携し各被災地社協の災害ボランティアセンタ

ーへ応援職員を派遣し、被災地支援に努めた。  
 
派遣場所及び期間：木更津市 ９月１８日～２０日  

富津市  ９月２１日～３０日、  
１０月３日～９日、１４日～１８日、  
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２１日、２３日、２８日～３０日  
茂原市  １１月６日～１０日  
長柄町  １１月２０日、２１日、２７日  

派遣日数及び人数：３８日間・延べ３８人  
 

〇防災に係る取り組み  
期 日 場 所 内 容 

令和元年 ５月２６日 自宅～勤務地 職員非常参集訓練 

７月 ７日 ケアセンター 
ケアセンターまつりにおける災害時の 
トイレに関する展示 

９月 １日 南流山小学校 
令和元年度流山市総合防災訓練参加 
（災害ボランティアセンター紹介） 

令和２年 ３月 １日 
ケアセンター 
駐車場 

災害ボランティアセンター運営訓練 

 
〇災害ボランティア養成講座の開催  

講座名等 期 日 内 容 参加者数 

災害ボランティア

入門講座 

令和元年 

９月２８日 

（１）「災害時のボランティア活動について」 

【説明】流山市ボランティアセンター 

（２）「近年の風水害とその対策」 

【講師】公益社団法人ＳＬ災害ボランティア

ネットワーク・千葉 

    流山・野田ネット 岡部 英雄 氏 

２１人 
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・ボランティアの活動支援 

市民への情報提供及び要請に伴うボランティア活動の調整や機材の貸し出  
し等を行い、ボランティア活動の支援に努めるとともに、ボランティア・グ  
ループ、関係機関・団体との連絡調整を密にし、ボランティア活動の普及と  
推進に努めた。  
 

①  登録ボランティアの活動状況  
年間総活動人数（延べ）           ２９，６７０人  
ボランティアセンターの要請に基づく活動人数  ２，８７５人  
※施設ボランティア（２８施設）含む。  

区分  高齢者 
身体 
障害者 

知的・精神 
障害者 

児童 その他 合 計 

個 人 延べ人数 852 人 278 人 536 人 14 人 2 人 1,682 人 

グループ 
回 数 269 回 1 回 0 回 6 回 13 回 289 回 

延べ人数 1,094 人 1 人 0 人 25 人 73 人 1,193 人 

合  計 1,946 人 279 人 536 人 39 人 75 人 2,875 人 

災害ボランティア

リーダー養成講座 
１０月２６日 

＜講義＞ 

「災害に強い街を目指して 

 市と市民の取組み」 

【講師】流山市市民生活部防災危機管理課 

     倉澤 慈人 氏 

＜説明＞ 

「流山市災害ボランティアセンターについて」 

流山市ボランティアセンター 

＜講義・演習＞ 

「災害対応シミュレーション 

～クロスロードゲームを通じて学ぶ～」 

【講師】公益社団法人ＳＬ災害ボランティア 

ネットワーク・千葉 

流山・野田ネット 岡部 英雄 氏 

「応急救護について 

～ＡＥＤの使用方法、応急手当～」 

【講師】日本赤十字社千葉県支部 

流山市地区奉仕団 

     埋金 玲子 氏 海老原智子 氏 

武田久美子 氏 久保美智子 氏 

１３人 
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〇登録ボランティア人数  
個人 ７７３人  
グループ加入者数 １，３３０人（６５グループ） 計２，１０３人  

 
・収集ボランティア活動 (使用済み切手等整理：毎週水曜日、そのほか登録  
ボランティア・グループによる協力 )  

使用済み切手 ２２６，１３９枚  ベルマーク ３２，６７９枚  
 
②行事への参加 

事業名 期 日 場 所 内 容 

平和施策事業 
令和元年 
７月３日～２３日 

流山市役所 
第２庁舎 
３０４会議室 

登録ボランティア・グループに

よる千羽鶴作成協力 

令和元年度障害者週間

展示事業 
令和元年 
１２月３日～９日 

流山市役所 
第１庁舎 
１階ロビー 

障害者支援ボランティアの紹介

パネルの展示 

 
③関係団体との連携・協力  
令和元年度西深井地域生活支援センター 
すみれ地域連携会議 

令和元年７月３１日 

流山市地域自立支援協議会地域生活支援部会 
令和元年７月３０日、１０月２９日、 
１１月２６日、１２月２４日、 
令和２年１月２３日 

 
④機材等の貸出状況  

機材名 貸出回数 

ワイヤレスマイクセット（ハンド・ピン）・ライト １１３回 

高齢者疑似体験セット ２０回 

プロジェクター １５回 

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ） ２回 

かき氷機 ９回 

アイマスク･点字器･白杖 ９回 

その他（スクリーン等） ５回 

印刷機 ５５回 

点字プリンター ５２回 
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録音室 １６２回 

合 計 ４４２回 

 

・介護支援サポーター事業の推進 

流山市より介護支援サポーター事業を受託し、高齢者の社会参加活動を通

じた介護予防と地域貢献を推進するため、事業説明会や介護支援サポーター

養成講座、フォローアップ講座、広報紙の発行等を行い、サポーター活動の

普及と推進に努めた。  
 
①介護支援サポーター事業説明会  

回数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

１ 
平成３１年 
４月２６日 

ケアセンター 
 
・介護支援サポーター事業の概要に

ついて 
・サポーター活動開始までの流れに

ついて 
・活動実績スタンプの活用について 

 等 

４人 

 
 
１５人 

２ 
令和元年 
６月１２日 

東部公民館 ３人 

３ ８月 ８日 南流山センター ０人 

４ １０月１８日 初石公民館 ７人 

５ １２月１８日 北部公民館  １人  

 

回数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

１ 
令和元年 
５月２４日 

ケアセンター 

＜説明＞ 
「介護支援サポーター事業について」 
・制度概要、講座～登録～活動までの 
流れ 

 
＜講義・実習＞ 
「介護支援サポーター活動での心がけ」 
・サポーター活動の心構え 
・利用者との接し方～コミュニケーシ

ョン・傾聴について～車いす試乗・

介助体験～ 

１３人 

２ ７月２５日 東部公民館 ５人 

②介護支援サポーター養成講座  
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３ ９月１３日 南流山センター 

【講師】 
 ・江戸川学園おおたかの森専門学校 
＜講義＞ 
「活動先となる介護保険施設等の理解」 

～介護保険制度の理解について～ 
 

＜講義＞ 
「要介護認定者の心と体を理解する」 

～高齢者特有の傷病について～ 
【講師】 
 ・看護師・保健師 

 

５人 

４ １０月１９日 ケアセンター １２人 

５ １１月１５日 初石公民館 

＜講義＞ 
「認知症への理解と対応について」 

～認知症サポーター養成講座～ 
【講師】 
 ・地域包括支援センター 

 
＜発表・面談＞ 
『活動スタートに向けて』 
・受入施設職員から自施設における活

動紹介 
・サポーターから自らの活動紹介 
・受入施設職員との個別面談 

 

１９人 

６ 
令和２年 
１月２４日 

北部公民館 １５人 

合 計   ６９人 
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③介護支援サポーター見学会  
回数 期 日 場 所 内 容 参加者数 

１ 
令和元年 

５月３０日 

流山市 

デイサービスセンター  

 

・施設概要及びサポーター 

活動について 

・施設見学 

・個別相談 等 

【講師】 

受入機関職員 

 

８人 

 

 

１５人 

２ ７月３０日 イリーゼ南柏 ７人 

３ ９月２０日 あけぼのデイサービス １人 

４ １０月２６日 ケアパートナー流山 ６人 

５ １１月２１日 流山こまぎ安心館 １０人 

６ 
令和２年 

１月２４日 

デイサービスセンター

はまなす苑 
１人  

 
④介護支援サポーターフォローアップ講座  

 期 日 場 所 内 容 参加者数 

１日目 
 

令和２年 
１月３０日 

中央公民館 
 

＜講演＞ 

「傾聴とは」 

「高齢者の特徴と認知症の理解」 

＜体験学習＞ 

 ・シナリオを使用しての体験 

・２人組ロールプレイ 

 

＜講義＞ 
「活動にあたり注意したいこと」 

＜体験学習＞ 

 ・実例から対応困難な例を体験 

・３人組ロールプレイ 

【講師】 
ＮＰＯ法人Ｐ．Ｌ．Ａ 

荒木美津子氏  原田玲子氏 

３７人 

２日目 
 

２月 ７日 
 

中央公民館 
 

３６人 
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⑤令和２年度ゆうゆう大学教養カリキュラムにおける介護支援サポータープログラムの実施 

  令和元年度流山市ゆうゆう大学教養カリキュラム（２日間）において、介護支援サポー 

ター活動や要介護者や認知症の方に対する支援についての研修を行いサポーター活動の普 

及に努めた。 

 開催年月日 内 容 主催（会場） 参加者数 登録者数 

 
令和元年 

１２月１７日 

〇介護支援サポーター 

事業について 

〇サポーター活動での 

こころがけ 

〇利用者との接し方 

〇車いす体験 

〇認知症・要介護者の 

理解と対応について 

ゆうゆう大学中央学園 

(中央公民館) 
４１人 ９人 

 
 

１２月１７日 

ゆうゆう大学北部学園 

(北部公民館) 
５２人 １４人 

 
 

１２月１８日 

ゆうゆう大学東部学園 

(東部公民館) 
３４人 １７人 

 
 

１２月１９日 

ゆうゆう大学初石学園 

(初石公民館) 
５３人 ７人 

 
 

１２月１９日 

ゆうゆう大学 

南流山学園 

(南流山センター) 

５２人 １７人 
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 １２月２０日 

ゆうゆう大学 

おおたかの森学園 

(おおたかの森センター) 

４２人 ２人 

 

    

 合 計 ２７４人 ６６人 
 

 

 

 

 
④介護支援サポーター活動状況  

 
 

 

 

 
 

 
（６）相談事業  

・心配ごと相談所の開設  

ケアセンターにおいて、心配ごと相談所を毎週水曜日（午後１時から３時  
３０分まで）に開設し、市民の心配ごと・悩みごとの相談に民生委員・児童  
委員（１８人）が２人体制で応じ、その解消に努めた。 

 
〇利用状況  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登 録 者   ７２４人 

活動者数   ２７９人 

延べ参加者数 ５，１２５人 

※受け入れ施設数 ７５施設 

開設日数 ４６日  

相談者延べ人数 ３６人  
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〇相談内容内

訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成年後見相談所の開設 

  成年後見に関する相談所を開設し、高齢や障害などによって判断能力に 

不安がある方を法律的に支援する制度についての疑問や利用法等の相談に 

応じ、問題解決に努めた。 

回 数 期 日 場 所 相談者数 

１ 
令和元年 

 ６月１０日 

ケアセンター 

２人 

２ 
 

 ７月３０日 
２人 

３ 
 

 ９月２７日 
０人 

４ 
 

１１月１８日 
２人 

５ 
 

１１月２５日 
１人 

６ 
令和２年 

 １月２４日 
２人 

※令和２年３月２４日も予定していたが、新型コロナウイルス感染症の 

拡大防止のため中止 

 

・成年後見制度講演会の開催 

  期 日  令和元年１１月１８日 

相談内容 件 数 相談内容 件 数 

生計 ３件 財産 ０件 

年金 １件 事故 ０件 

職業･生業 １件 児童福祉･母子保健 ０件 

住宅 １件 教育･青少年 ０件 

家族 ８件 障害者福祉 ０件 

結婚 １件 母子福祉･父子福祉 ０件 

離婚 ０件 高齢者福祉 ０件 

健康･保健･衛生 ７件 苦情 ３件 

医療 ３件 その他 １１件 

人権･法律 ０件 合 計 ３９件 
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  場 所  ケアセンター 

  参加者  ７０名 

  内 容  「成年後見制度～成年後見にかかわる裁判所の仕事～」 

        千葉家庭裁判所の主任書記官を講師に招き、講演会を実施し 

       た。（※講演会後に臨時の相談会を実施） 

 

 

（７）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業） 

判断能力が十分でないため、財産管理や福祉サービスの利用手続きが独力

では難しい高齢者や障害者等に対して、日常生活自立支援事業の利用に関す

る相談、訪問調査、県契約締結審査会へ審査依頼、契約、実際の支援活動を

実施した。 

また、本会のパンフレットやホームページ、「ながれやま福祉だより」に

事業内容を掲載し、民生委員や地区社会福祉協議会、たすけあい団体等に出

向き、出前講座を開催するなど普及啓発に努めた。  
さらに、市内の関係機関（行政・地域包括支援センター・民生委員等）

や、千葉県後見支援センターの協力により、関係機関連絡会議を開催し、高

齢者・障害者の権利擁護に関係する機関の相互連携及び本事業の円滑な推進

を図るための協議を行った。  
 

〇相談者内訳 

高齢者 知的障害者 精神障害者 その他 合計 

２２人  ０人  ５人  ２人  ２９人  
  
 〇相談内容内訳 

相談内容 件 数 

日常的な金銭の管理等に関すること ２２件 

福祉サービスの手続きなど ３件 

今後の生活設計等 ２件 

事業への問い合わせ １件 

成年後見制度に関すること １件 
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〇相談・訪問調査等（相談継続ケース） 

相談・訪問調査等延べ件数 

高齢者 知的障害者 精神障害者 その他 合計 
うち

訪問調査件数 

１４３件 ０件 ０件 ０件 １４３件 ２６件 

・利用者数  １２人（年度当初９人利用 新規契約３人 終了０人）  
・支援回数・時間（利用者１２人の延べ支援回数・時間） 

 支援回数：１２１回 

支援時間：１７４．５時間 

 

〇支援内容 

 

 

 

 

 

〇生活支援員（利用者宅を定期訪問して上記①・②の支援を行う） 

現任者：９人（うち令和元年度新任１人） 

  登録者：３人（うち令和元年度新規登録２人）  

退任者：１人 

 

〇生活支援員連絡会議 

（新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため開催見送り） 

 

〇関係機関連絡会議 

 

 
 
 
〇出前講座  

令和元年６月１３日 東部地域連携推進会議 

７月１７日 向小金地区社会福祉協議会（いきいきサロン） 

 
〇広報啓発  

  ・「認知症安心ガイドブック」（流山市介護支援課発行） １７頁に掲載  
 

①福祉サービス利用援助（福祉サービス利用手続きの援助）  １２人 

②財産管理サービス（預貯金の引出しや公共料金等の支払等の援助）  １２人 

③財産保全サービス（通帳･実印･不動産権利証等の貸金庫での保管）  ２人 

期 日 場 所 内 容 

令和２年２月２１日 ケアセンター 
「令和元年度の日常生活自立支援事業に関する

相談・契約等の状況について」ほか 
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（８）共同募金配分金  

高齢者福祉対策 

・ひとり暮らし高齢者日帰り交流会 

令和２年３月１０日、成田市（成田山新勝寺）へひとり 

暮らしの高齢者を招待予定であったが、新型コロナウイル 

ス感染症の拡大防止のため、今年度は中止とした。 

ボランティアセンター １１頁～１３頁参照（ボランティア活動促進） 

身体、知的障害者対策 

・車いすの貸出し 

  日常生活に支障を持つ人々の社会参加を図るとともに、

文化的な生活を営めるよう、市内に居住する心身障害者

（児）や高齢者等、これらを介助、指導する家族、ボラン

ティア、関係機関、団体の役職員等に車いすを貸し出し、

支援に努めた。 

〇車いす貸し出し年間実績 
 

 設置台数 申請件数 貸出台数 

ケアセンター ８５台 ３０５件 ３６６台 

流山福祉会館 ５台 ２１件 ２１台 

合計 ９０台 ３２６件 ３８７台 

広報啓発 ６頁参照（広報活動） 

福祉活動 ６頁参照（福祉活動団体支援） 

地域福祉活動 ９頁参照（地区社会福祉協議会活動の推進） 

歳末たすけあい運動 

低所得者 (要保護世帯)や交通遺児世帯等が明るいお正 

月を迎えられるように、民生委員・児童委員の協力を得て、 

年末に援護金等を届けるとともに、従来から支援している 

障害者支援施設利用者や福祉施設入所者等に加え、子ども 

に対する支援の拡充として、３０年度に引き続き、住民の 

手作りにより運営されている子ども食堂のネットワークに 

対して支援金を届けた。 

※配分内容については下表のとおり 

 

〇歳末たすけあい募金の配分 

内 容 世帯数等 人 数 金額（千円） 

要保護世帯 ２１世帯 ３８人 ８８５ 

生活困窮者自立支援機関 １か所  １００ 

市給食サービス利用者（おせち料理）  ８６人 １８９ 
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（９）共同募金事業への協力 

赤い羽根共同募金は、戦後間もない昭和２２年に市民が主体の国民助け合

い運動としてスタートして以来、公的政策のみで支えられない分野や地域福

祉の課題解決に取り組む民間社会福祉団体等が行う福祉事業を支援するため

の財源の確保と、募金活動を通じて地域住民の相互の助け合いの精神を普及

することを趣旨として、全国的に広く親しまれ定着している。 

共同募金の中から積み立てている災害等準備金は、近年頻発する大規模災

害時に活用されるもので、令和元年台風１５号・１９号・大雨災害に際して

は、災害ボランティアセンター運営資金として活用され、被災者に直接配分

される義援金と合わせ被災者・被災地支援に役立てられた。 

また、歳末たすけあい募金運動は、共同募金運動の一環として、新年を迎

える時期に、地域住民やボランティア・ＮＰＯ団体、民生委員・児童委員、

社会福祉法人、社会福祉協議会等の関係機関・団体の協力のもと、高齢者、

障害者、子ども、若者、福祉サービスを必要とする人など、誰もが地域福祉

を支える一員として参加できるさまざまな福祉活動を展開し、孤立すること

なく自分らしく安心して暮らすことができる福祉のまちづくりへの幅広い理

解と参加を図るものである。  
本会では、千葉県共同募金会の流山市支会事務局を務め、社会福祉につい

ての住民の理解とたすけあいの精神を高めるとともに、人々の善意による民

間社会福祉事業の進展を図るため、共同募金運動を推進した。  
 
 

 

養護老人ホーム入所者  １人 ２０ 

障害福祉サービス事業所等 ４３事業所  １,３５０ 

児童養護施設入所児  ２６人 ５２０ 

交通遺児  １人 ２０ 
子どもに対する支援 
（子ども食堂ネットワーク） 

１共同体  ２５０ 

ひとり暮らし高齢者日帰り交流事業 
（※新型コロナウイルス感染症の拡大防止 
のため中止） 

１事業  ０ 

福祉だより第１８４号発行費 
（共同募金特集号） 

  １００ 

配分経費   １８ 

合 計   ３，７３２ 



２３ 

 

（１０）介護保険（社会福祉事業）  
・訪問介護事業 

日常生活に支障のある要支援及び要介護高齢者に対して訪問介護員を派遣

し、自宅における身体介護や日常生活の支援に努めた。 

  また、より良い支援が行なえるように、月１回以上、定期的に、職員研修

会を実施し、介護技術の向上や必要な知識の習得に努めた。 

 

〇訪問介護員派遣状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇訪問介護員研修実施状況  事業所主催研修 年間５１回 

  定例会のほか、介護実習、新人研修等を開催するとともに、個別指導を 

随時実施し、職員の介護技術の向上等資質の向上に努めた。 

 

〇ターミナル（看取り）ケア実施状況  年間４ケース 

 

〇ママ＆ベビーヘルプ事業  

   妊娠期及び産褥期の親子に対して訪問介護員を派遣し、自宅における沐 

浴、オムツ交換、授乳等の援助や生活支援に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 訪問介護事業全体 左記のうち総合事業 

利用者数 ７２８人 １４４人 

身体介護 ２，２０８時間 ５７時間 

生活援助 ２，２１９時間 ５６３時間 

訪問時間合計 ４，４２７時間 ６２０時間 

延べ訪問回数 ４，７４７回 ６２２回 

利用者数 １０人 

訪問時間数合計 ５８．５時間 
延べ訪問回数 ５１回 
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〇生活支援サービス事業 

  当事業所利用中の方で、給付対象外のサービスを必要としている利用者に対し 

て必要な支援を行い、日常生活の支援に努めた。 

 

 

 

 

 

・通所介護事業（高齢者デイサービス） 

 要支援・総合事業対象及び要介護者を送迎し、介護保険法のケアプランに

沿ったサービスの提供を行い、生活意欲の向上や社会的孤立感の解消、心身

機能の維持向上と併せ、介護者の身体的・精神的な負担の軽減に努めた。 

 また、平成２９年度から開所時間を７時間３０分に拡大し、サービスの充 

実と向上を図った。 

地域包括ケアシステムの構築と医療、介護連携構築のための会議、講義に

積極的に参加し、職員のより専門的なスキル向上に努めた。 

 

〇サービスの種類・内容 

項 目 内 容 

①日常動作訓練 音楽・創作的活動・レクリエーション・屋外活動等 

②健康指導 検温、脈拍及び血圧チェック・栄養指導 

③生活指導･相談 日常生活上の訓練、指導、相談 

④給食サービス 栄養士作成の献立による栄養及び身体状況・嗜好を考慮した食事の提供 

⑤入浴サービス 一般浴・リフト浴を用意し、安全かつ快適な入浴の提供 

⑥機能訓練 機能訓練指導員による心身等の状況に応じた機能の維持・向上訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者数 ４３人 

訪問時間数合計 ２１４時間 

延べ訪問回数 １９７回 
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〇利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）居宅介護 

・障害者等訪問介護事業 

日常生活に支障のある身体･知的･精神障害者（児）等に対して訪問介護員 

を派遣し、自宅における身体介護、日常生活の支援及び外出のための支援に

努めた。 

 

〇訪問介護員派遣状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

開所日数 ３０８日 
利用者延べ人数 ４，８５６人 

内 

訳 

総合事業 １５９人 

要介護１ １，５４８人 

要介護２ １，８５６人 

要介護３ ６８８人 

要介護４ ６０５人 

要介護５ ０人 

入浴サービス利用者延べ人数 ３，５８７人 

給食サービス利用者延べ人数 ４，７６５人 

送迎サービス利用者延べ人数 ９，５１２人 

利用者数 １５９人 

身体介護時間数 １，２４０時間 

生活援助時間数 ５０３．５時間 

重度訪問時間数 １，２２０.５時間 

同行援護時間数 １４７時間 

移動支援時間数  

(身体介護を伴う) ９時間 

（身体を伴わない） ０時間 

訪問時間数合計 ３，１２０.５時間 

延べ訪問回数 １，９２９回 
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〇吸引等特定行為実施状況 

人工呼吸器装着の重度の利用者２人に対して、痰の吸引や胃瘻による注入等

の特定行為を実施した。  

 

年間延訪問延べ日数 ４４７日 

 

・身体障害者デイサービス事業 

   流山市からの受託事業として、在宅の身体障害者を送迎し、各種サービス 

の提供、専門講師によるリハビリ（松戸整形外科より理学療法士、作業療法 

士を派遣）、音楽療法、木彫り、書道、七宝焼、絵画などを通じ、心身機能 

の維持・向上、家庭内自立や職場復帰を目指す方の自立と、社会参加を促進 

し、併せて家族の身体的・精神的な負担の軽減に努めた。 

なお、利用者に満足していただけるようデイサービスセンターの廊下に

「目安箱」を設置し、広く利用者等から意見を求め、デイサービスの運営の

改善に努めた。 

また、利用者や介護者にデイサービスでの利用者の様子や行事などを紹介 

し、デイサービス事業への理解と関心を深めていただけるように、３か月毎 

に施設だより「フレンズ」を発行した。 

なお、平成２８年度から土曜日及び祝日も開所し、サービスの充実と向上 

を図った。 

 

〇サービスの種類・内容 

項 目 内 容 

①機能訓練 理学療法、作業療法、音楽療法 

②創作的活動 木彫り・書道・七宝焼き・絵画・作品作り等 

③社会適応訓練 パソコン・屋外活動等 

④健康指導 検温、脈拍及び血圧チェック・栄養指導 

⑤更生相談 福祉、日常生活等の各種相談 

⑥給食サービス 
栄養士作成の献立による栄養及び身体状況・嗜好

を考慮した食事の提供 

⑦入浴サービス 
一般浴・リフト浴を用意し、安全かつ快適な入浴

の提供 
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〇利用状況 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）放課後児童健全育成 

・あすなろ学童クラブ、ひまわり第１学童クラブ、ひまわり第２学童クラブ及

びひまわり第３学童クラブの管理運営 

平成２４年度から指定管理者として、あすなろ学童クラブとひまわり学童

クラブの３クラブを管理・経営を行っている。子育て世代の増加に伴い、令

和元年７月度には鰭ヶ崎小学校区にひまわり第３学童クラブを受託し、その

学童クラブの管理・経営も行った。 

南流山小学校及び鰭ヶ崎小学校に通学し、保護者が就労等で放課後の家庭 

保育が困難な概ね１０歳未満の児童を保護者が終業後迎えに来るまでの間、 

学童クラブで保育し、楽しく集団生活を送ることで、保護者が安心して仕事 

と子育てを両立できるよう努めた。 

  また、新型コロナウイルス感染拡大防止策として、３月３日から２４日ま 

 での小学校一斉休校期間には、夏休みと同様に、午前７時から学童クラブを 

開所し、仕事を休めない保護者に代わり、感染予防策を講じたうえで、児童 

が安全に集団生活が送れるよう努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

開所日数 ２８２日 

利用者延べ人数 ２，４６９人 

 

区分１(軽度) １，２３２人 

区分２(中度) ９６６人 

区分３(重度) ２７１人 

入浴サービス利用者延べ人数 １，０５２人 

給食サービス利用者延べ人数 ２，４０５人 

送迎サービス利用者延べ人数 ４，６４８人 

内 

訳 
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〇サービスの種類・内容 

※令和元年度の「お別れ遠足」は、新型コロナウイルス感染症の 

拡大防止のため両学童クラブとも中止。 

 

〇開設・利用状況(延べ) 

  あすなろ学童 

クラブ 

ひまわり第１ 

学童クラブ 

ひまわり第２ 

学童クラブ 

ひまわり第３ 

学童クラブ 

開設日数 ２５２日 ２５３日 ２５４日 ２１２日 

開設時間 １，６１４時間 １，８８７時間 １，７３２時間 １，３９２時間 

児童数 

（月延べ/平均） 
2,371／197.6人  518／43.2人  437／36.4人  611／50.9人  

内 

訳 

１年生 1,021／85.1人  209／17.4人  186／15.5人  167／13.9人  

２年生 734／61.2人  231／19.3人  180／15.0人  196／16.3人  

３年生 479／39.9人  69／5.8人  60／5.0人  248／20.7人  

４年生 125／10.4人  9／0.8人 11／0.9人  

６年生 12／1人       

 

〇保育時間 

 

 

 

 

 

（１３）生活困窮者等の支援 

・福祉資金の貸付事業  
低所得世帯等に対し、資金の貸付と必要な相談援助により、経済的自立と

生活意欲の助長をはかり、安定した生活が送れるよう、生活福祉資金（福祉

資金・教育支援資金・不動産担保型生活資金・総合支援資金・緊急小口資

金・臨時特例つなぎ資金）及び愛の資金（小口貸付資金）の貸付相談及び支

援、償還指導に努めた。  

項 目 内 容 

①日常保育 おやつ・室内･外遊び（集団・自由）・宿題・読書 等 

②行事 誕生会（毎月）・お楽しみ会・昼食会・遠足 等 

③親子行事（保護者会と共催） 夏季・冬季に１回ずつ開催 

平 日 授業終了後 ～ 午後９時 

土曜日・夏休み等 午前７時 ～ 午後９時 
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特に、生活困窮者（世帯）等に対しては、平成２７年４月より施行された

生活困窮者自立支援事業と連携し、流山市及び流山市くらしサポートセンタ

ーユーネット（生活困窮者自立支援事業自立相談支援機関）、公共職業安定

所等と連携した対応を行い、自立相談支援機関の作成する自立支援計画に基

づき貸付申請につなぎ、貸付の実施後においても、自立相談支援機関ととも

に、当該世帯への見守り及び償還指導を行い、生活の安定が図れるように努

めた。  
さらに、令和２年３月２５日からは、新型コロナウイルスの影響による収

入減少等が著しい世帯に対して、緊急小口資金と総合支援資金の特例貸付の

受付を開始し、資金需要に応えた。  
 

〇相談内容・件数(令和元年度) 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談内容 件 数 

生活費 １８９件 

失 業 ２２件 

就学・修学費 １２１件 

医療・介護費 １０件 

不動産担保型生活資金 １１件 

要保護世帯向け不動産担保型生活資金 ９件 

転居費 ２１件 

自己破産・倒産 ２件 

住宅改修 ８件 

冠婚葬祭費 ０件 

事業資金 ２件 

出産費 ０件 

障害者自動車購入 ０件 

福祉用具購入 ０件 

その他 １３７件 

償還相談 ５２件 

合 計 
５８４件 
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〇貸付状況（令和元年度貸付件数） 

・生活福祉資金（千葉県社会福祉協議会委託事業） 

資金名 申請件数（申請額） 決定件数（決定額） 備 考 

福祉資金 0件（0円） 0件（0円）  

教育支援資金 8件（11,761,500円） 8件（11,761,500円） 大学(3)、専門(4)、高校(1) 

総合支援資金＊ 0件（0円） 0件（0円）  

緊急小口資金＊ 13件（1,263,600円） 8件（645,600 円） 

通常小口(6)、コロナ特例(2) 

※コロナ特例4件は申請中 

（4月に決定） 

臨時特例 

つなぎ資金＊ 
0件（0円） 0件（0円）  

合 計 21件（13,025,100 円） 16件（12,407,100 円）  

不動産担保型 

生活資金 
0件（0円） 0件（0円）  

 ＊印は生活困窮者自立支援事業との連携対応を要する貸付資金 

  

・愛の資金（本会独自事業・小口貸付資金） 

件 数 金 額 

１４２件  ３，７６６，５９３円  

 

・法外援護 

件 数 金 額 

５件  ２，５００円  

 

・災害見舞金 

区 分 件 数 金 額 

火災全焼 ２件 ３０，０００円  

死亡・重傷 ０件 ０円  

全壊 １件 ２０，０００円  

半壊 ２件 ２０，０００円 

合 計 ５件 ７０，０００円  
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（１４）施設管理  

・流山福祉会館の管理運営 

〇開館日・利用時間 

＜開館日＞  年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く毎日  

＜利用時間＞ 午前９時～午後１０時 

利用者の利用に支障のないように午前８時３０分に開館し、午後５時以降 

の利用がない場合は、午後５時に閉館した。また、夜間（午後５時以降）の 

運営・管理にあたっては、市民の利便に供するよう柔軟な対応と経費節減に 

努めた。 

 

〇利用件数・人数 

場所 
利用可能 

日数 

午 前 午 後 夜 間 件数 

合計 

利用者 

合計 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

大広間 360 198 2,490 230 3,111 63 915 491 6,516 
和 室 360 313 3,054 305 2,542 17 131 635 5,727 
会議室 360 472 4,562 707 7,648 75 456 1,254 12,666 
音楽室 360 278 1,607 316 1,440 87 259 681 3,306 
計 1,440 1,261 11,713 1,558 14,741 242 1,761 3,061 28,215 

 

〇入浴施設の開設日・利用時間 

＜開設日＞  週４日 (火・水・金・日曜日) 

＜利用時間＞ 午前１０時～午後３時 

  特に高齢者の利用が多いため、受付業務等を利用者の利便性や特性に配慮 

して、利用者の希望や要望に適うよう努めた。特に、入浴施設の運営には、 

利用心得等を掲示し、菖蒲湯（５月）やゆず湯（１２月）等季節を感じる工 

夫を凝らし、常に浴室及び休憩室を清潔に保ち、安心・安全に利用できるよ 

う努めた。 

 

入浴者数（年間） ４，３３６人 

 

〇施設の機能を生かした事業等 

  施設利用に係る満足度調査の実施結果を踏まえ、利用者の利便向上に資す 

るよう努めた。 

また、地域の自治会等の恒例的な行事の使用については、年間予定の事前 

調整を行うなど地域団体等の利用に配慮した。 
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〇自主事業について 

 ①江戸川堤で第４３回流山花火大会の開催に際し、当館では花火大会実行委 

員会と連携して全室を夜１０時まで開放し、観覧者のトイレや休憩、授乳 

などの場として、利用していただいた 

 

期 日  令和元年８月２３日 

内 容  第４３回流山花火大会休憩所 

 

②新年を迎える時期に、支援を必要とする方たちが地域で安心して暮らすこ 

とができるよう、歳末たすけあい募金チャリティイベントを実施した。 

 

期 日  令和元年１２月１５日 

内 容  「天保六花撰講談の会」 

 （※金子市之丞生誕２５０年「供養祭」・実行委員会」との 

共催） 

   入場者  １５０人 

募金額  １９，１５５円 

   

 ③お風呂をご利用の皆様に季節感を味わっていただくものとして、菖蒲湯と 

ゆず湯を実施した。 

   

期 日  令和元年 ５月２２日（日）…菖蒲湯 

        １２月２２日（日）…ゆず湯 

利用者数 菖蒲湯 ２５人 

ゆず湯 ２８人 

   

 ④車いすを貸し出し、借りに来られる方の利便性の向上を図った。 

   期 間  通年 

   貸出台数 ２１台（２１件） 

 

〇各設備の維持管理 

各設備の保守点検等は、関係法令及び各ガイドラインを遵守し、計画的に 

 実施した。 

建物の保守管理については、随時館内巡視と定期的な施設設備の点検を実 

 施し、設備の不具合及び故障箇所の早期発見と速やかな修理・復旧に努めた。 

また、年間を通じて施設敷地内の除草や花木の手入れ等を実施し、環境の 

整備・管理に努めた。 
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〇修繕等 

施設の老朽化に伴い、１階和室のエアコン、男女浴室の混合栓交換、２階 

 和室の照明器具、正面玄関アルミ框扉のフロアヒンジの交換、大広間障子の 

張り替え等を行った。 

また、施設の簡易な補修や修理等は、職員が手がけるなど経費の節減に努 

 めた。 

 

 

・流山市地域福祉センター（流山市ケアセンター）の管理運営 

〇開館日・利用時間 

＜開館日＞  月曜日から金曜日（ただし、祝日・年末年始（１２月２９日 

      ～１月３日）は除く）。 

ただし、高齢者及び身体障害者デイサービスについては、土 

       曜日と祝日も開設した。 

＜利用時間＞ 午前９時～午後５時。ただし、利用内容によっては午後７時 

  まで対応した。 

 

〇利用件数・人数 

 
〇施設の機能を生かした事業等  

高齢者デイサービスセンター、身体障害者デイサービスセンター、南部地  
域包括支援センター、ボランティアセンター、ホームヘルパーステーション  
等を設置、運営し、これらの市内事業関係者の研修や会議等も実施した。  

また、高齢者及び身体障害者デイサービスセンターにおいて、小学生の社  
 会見学や中学生の体験学習、大学生（教員免許資格取得者）を受け入れ、福  

祉施設における教育実習に協力した。  
 
 
 
 
 

場 所 
利用可能 

日数 

午 前 午 後 夜 間 件数 利用者 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 合計 合計 

第１研修室 244 136 1,848 148 2,060 2 44 286 3,952 
第２研修室 244 107 1,151 122 1,339 2 43 231 2,533 
第３研修室 244 120 1,396 139 1,834 0 0 259 3,230 
第４研修室 244 91 423 93 399 0 0 184 822 
第５研修室 244 159 756 166 831 0 0 325 1,587 

計 1,220 613 5,574 668 6,463 4 87 1,285 12,124 
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〇自主事業について  
主な自主事業として、各種ボランティア養成講座等の開催や車いす、点字  

 器などの福祉機器の貸し出しのほか、福祉団体などの協力を得て「流山市ケ  
アセンターまつり」を開催し、施設の紹介や社会福祉協議会の活動内容につ  
いて、地域の方々へ積極的にＰＲし、理解を深めていただけるよう努めた。  
 また、成年後見制度の普及啓発のため、裁判所から講師を招いて、市民向  
けの講演会を開催し、理解を深めていただけるよう努めた。  

 
①流山市ケアセンターまつりの開催 

施設や社会福祉協議会の活動内容について、市民に理解や認識を深めてい 

 ただき、福祉の啓発を図ることを目的に開催した。また、地域連携のもと、 

市内の介護事業者やボランティアグループにもご協力いただき、各種の催し 

を行った。 

 

期 日  令和元年７月７日  
来場者数 ３００余人  
・地域の方々との交流  
 産直野菜の販売、カフェ・お祭り広場の開催  
・福祉機器体験や介護教室、介護相談コーナーの開催  
・ボランティアグループによるステージ  
・災害ボランティアセンターの紹介  

 
一方、ケアセンターの機能や役割を知ってもらうため、「流山産業博２０ 

 ２０」への参加に向けて流山市商工会議所青年部と連携し、準備を重ねてき 

たが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止ため、中止した。 

 
②ボランティア養成講座等の開催（９頁～１７頁参照）  
 
③福祉機器等の貸出件数  
◇点字器、アイマスク、白杖、高齢者疑似体験セット、ワイヤレスマイクセッ  

ト（ハンド・ピン）、ライト等（１２～１３頁参照）  
◇車いす  
  期 間  通年  
  貸出台数 ３６６台（３０５件）  
          
④心配ごと相談所の開設（１７～１８頁参照）  
 
⑤成年後見制度相談所の開設（１８～１９頁参照）  
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〇各設備の維持管理  
  各施設、設備の保守点検等については、関係法令及び各種ガイドラインに  
 則して計画的に実施し、施設利用者の利便性・安全性及び管理上、トイレ水  

漏れなど速やかに修理・復旧に努めた。  
また、施設敷地内の樹木の剪定及び除草等を定期的に実施し、環境に配慮  

した施設の維持管理に努めた。  
 
〇修繕等  
  施設の老朽化に伴い、縞鋼板蓋の交換、ブラインドカーテンの破損による  
 取り換え等を行った。  

また、軽易な修繕は職員が行い、経費の節減に努めた。  
 

 

（１５）基金の運営 

・災害対策基金 

災害対策基本法に規定する災害の発生時に備えるための資金を整理・設置

し、災害発生時に備えて必要な資金の迅速かつ必要に応じた対応を可能にす

る目的として、従来の災害対策積立金から「災害対策基金」として改めて設

置し、昨今の大震災の多発、大規模自然災害の状況などを勘案し有事に備え

て、寄付金や事業利益を元に資金造成及び管理を行うこととした。資金確保

のため、基金から生ずる利息の確保に努めた。 

今年度は、台風１５号や１０月の大雨による県内被災地への災害支援のた

め、職員派遣に係る費用２９１，０００円を取り崩して対応した。 

 

・施設管理修繕基金 

本会が管理する地域福祉センターや流山福祉会館、流山こまぎ園等、施設 

の経年劣化に伴う修繕費や施設改修費等の必要な資金を確保する目的として 

従来の社会福祉振興積立金を原資に改めて設置し、寄付金や事業利益を元に 

資金造成及び管理を行うこととした。修繕等費用の確保のため、基金から生 

ずる利息の確保に努めた。 

 

・財政調整積立基金 

年度間の財源調整を行い本会の財政の健全性の確保を目的として、これま 

での財政調整積立金から「財政調整積立基金」として改めて設置し、寄付金 

や事業利益を基に資金造成及び管理を行うこととした。各事業の実施のため 

本基金の取り崩し及び基金から生ずる利息の確保に努めた。 
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（１６）就労支援 

・指定障害者福祉サービス事業所（就労継続支援Ｂ型）流山こまぎ園事業 

障害のある人の働く場として、生産活動や社会参加活動等の機会を提供し 

就労のための知識・能力向上のため必要な訓練を行った。 

令和元年度の利用者は、１３人で利用者の増減はなかった。 

 買物かご洗浄の受託事業は予算どおりに推移しており、利用者工賃を平均 

額３０，０８４円支給し、春から初冬にかけては菜園活動（畑作業）を実施 

するなど活動内容の一層の充実に努めた。 

また、就労希望の利用者１人に対して、障害者就業・生活支援センター 

と連携して、一般就労に向けての企業実習に参加することができた。 

 さらに、社会福祉協議会が設置運営する事業所という特性を踏まえ、障 

害の有無にかかわらず相互に尊重し合い、共生できる地域社会づくりに向

けて、八木北地区社会福祉協議会との連携・協働による共催事業の実施や

収穫した野菜の販売、芋ほり交流会等をとおして、地域交流を促進した。 

このように、当事業所の効果的な運営を確保するとともに、利用者の自 

立支援と社会参加の促進を図り、就労継続支援事業の推進に努めた。 

 

〇業務内容 

項 目 内 容 

生産活動 買物かごの洗浄作業 

文化教養活動 和太鼓、日帰り旅行ほか 

健康指導 健康診断の実施、インフルエンザワクチン接種料の助成 

 

〇利用状況 

年間開所日数 ２４１日 

利用実人員 １３人 

利用延べ人数 ３，０３１人 

 

〇作業実績 

内 容 個 数 

買物かご洗浄個数 １，０９１，２１０個 

１日当たり平均洗浄個数 ４，５２８個 

 

〇各設備の維持管理 

  各設備の保守点検等は、関係法令及び各ガイドラインを遵守し、計画的に 

 実施した。 

また、年間を通じて施設敷地内の除草や花木の手入れ等を実施し、環境整 
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備に努めた。 

 

〇修繕等 

経年劣化による天井カセット型エアコンの水漏れや給水ポンプの故障によ 

 る修理を実施した。 

 

 

２ 公益事業 

介護保険 

・居宅介護支援 

要支援者及び要介護者が適切な保健、医療サービス及び福祉サービスを総

合的かつ効率的に受けられるよう配慮し、関係市町村、地域の保健・医療サ

ービス及び福祉サービス事業者等と連携を図りつつ、総合的なケアマネジメ

ントに努めた。 

 

◇居宅介護支援延べ実施件数 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計 

７８３件 ６４７件 ３７０件 １９７件 １３７件 ２，１３４件 

 

◇介護予防居宅介護支援実施延べ件数 

要支援１ 要支援２ 総合事業 合 計 

２８件 ６４件 ９９件 １９１件 

 

・介護認定訪問調査受託事業 

  流山市から介護認定訪問調査業務を受託し、介護保険法に基づく要介護認定

申請者に対して、関係法令を遵守し、公正中立な立場で介護認定調査を実施し

た。 

  年間実施件数 １，６４５件  
 
・流山市南部地域包括支援センター受託運営事業 

（１）総合相談支援業務  

担当地域に住む高齢者に関する様々な相談をすべて受け止め、適切な機 

関・制度・サービスにつなぎ、継続的にフォローするとともに、必要に応 

じて継続支援している。多種多様なケース対応のため、日頃より関係機関 

との連携を密にしている。 
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〇相談形態別延べ件数 

電話 来所 訪問 
その他 

(ﾒｰﾙ･FAX等) 
合計 

２，５２３件 ５２３件 ７８７件 １９件 ３，８５２件 

 

〇相談内容別延べ件数 

介護・ 

日常生活 
認知症 

サービス 

利用 

介護 

予防 
医療 

経済 

問題 

２，８２９件 ２４０件 １，４９４件 ７２件 ４４９件 １０２件 

 

〇処遇困難実件数 

 

〇地域コミュニティケア会議を小学校区毎に開催し、多職種との顔合わせの 

場を設けて、ネットワークの強化を図った。 

 

 

苦情 

相談 

虐待防止 

・対応 

成年後見 

制度等 

消費者被害

防止･対応 

ＤＶ防止 

・対応 
その他 合計 

６件 １０８件 １０３件 ２件 ０件 ２５件 ５，４３０件 

８０５０ 

問題 

ダブル 

ケア 

ヤング 

ケアラー 
介護離職 

貧困 

世帯 

独居 

認知症 

認認 

世帯 

若年性 

認知症 

５件 ８件 ０件 １件 １０件 ３５件 ６件 ３件 

回 数 期 日 場 所 出席者数 

鰭ヶ崎小学校区事前会議 令和元年 ５月  ７日 

地域福祉センター 

１０人 

鰭ヶ崎小学校区本会議      ６月１２日 ２５人 

北小学校区事前会議      ７月２９日 ９人 

北小学校区本会議      ８月３０日 ２０人 

流山小学校区事前会議     １０月１７日 １２人 

流山小学校区本会議     １１月２７日 ４３人 

南流山小学校区事前会議     １２月１７日 ６人 

南流山小学校区本会議 令和２年 ２月 ７日 ３３人 

＜会議事項＞  

[鰭ヶ崎小学校区]・事例をもとに、社会資源の確認、及び地域の力の確認。 

[北小学校区]  ・事例をもとに、社会資源の確認、及び地域の力の確認。 

[流山小学校区] ・災害に備えておくこと（地域の力を含む）自身は何に取り組むか？ 

[南流山小学校区]・高齢者等へ災害に備え準備できる事。 
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（２）権利擁護業務 

高齢者の適切な権利行使や権利侵害からの救済及び侵害防止のための支援 

を行い、また、地域支援事業として周知活動を実施した。 

 

〇高齢者の権利擁護 

内 容 件 数 

成年後見制度相談 １８件（うち市長申し立て４件） 

虐待通報 受理１２件（うち虐待ありと判断６件） 

 

〇認知症高齢者支援 

内 容 開催回数 参加者延べ人数 

認知症家族等のつどい ６回 ９８人 

認知症サポーター養成講座 １２回 ８９６人 

＜内訳＞  

広く地域住民（ケアセンターにて） 

流山小学校５年生 

流山北小学校３年生 

南流山小学校５年生 

南部中１年生 

流山南高校生 

介護支援サポーター  

ゆうゆう大学  

介護保険モニター  

 

２回 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

２回 

２回 

１回 

 

 

２８人 

１５０人 

１１８人 

１３９人 

２７０人 

２２人 

１９人 

１３３人 

１７人 

認知症サポーターフォローアップ教室 ２件 ３８件 

 

（３）介護予防ケアマネジメント業務 

介護保険の基本理念に基づき「自立支援」を目的とし、生活上のさまざま 

 な課題を抱える高齢者に対して適切な支援を行うことにより、要支援・要介 

護の予防やその重症化の予防、改善を図り、早い段階から高齢者ができる限 

り自立した生活を送れるように支援した。 

 

〇介護保険認定者区分別者延べ人数 

 

 

 

 

 

 更 新 新 規 区分変更 合 計 

要支援 １９２人 １８０人 ４人 ３７６人 

非該当    ５人 ６人 ０人   １１人 

合 計 １９７人 １８６人 ４人 ３８７人 
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〇介護予防・ケアマネジメント実施延べ件数 

包括 ７８５件 

委託 １，８０４件 

合計 ２，５８９件 

 

（４）介護予防の普及・啓発 

〇出前講座 

 

 

 

 

 

 

 

（５）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

主な業務 件数等 内 容 

介護支援専門員への個別支援 １３７件 
虐待、成年後見、所得、認知症、精神障害等の

困難ケース等 

南部地域ケアマネ交流会 
５回 

２４３人 

・流山市の災害発生時の対応について学ぶ 

・事例検討会 

（小グループに分かれて事例検討） 

・医療との連携（事例検討、各機関からの 

情報提供、意見貢献、交流等） 

・生活困窮者支援について（生活困窮者自立 

支援事業・流山市生活保護のしくみ・ 

流山市社会福祉協議会の貸金貸付制度） 

・民生委員の紹介、民生委員の見守り活動に 

ついて 

地域ケア会議 ５回 

高齢者個人が抱える課題を、医療や介護等の

専門職を含む多職種が協働して解決のために意

見交換を行うことで、利用者が、住み慣れた地

域で自立した尊厳のある生活を送れるよう支援

する。 

＊すべてのケースが、家族での解決能力が低く

なっている。 

 

 

 

訪問先 件数等 内 容 

単位老人クラブ ２クラブ 
転倒予防、健康体操、消費者被害防止、

認知症予防、口腔体操、介護保険講座 

                等 

ふれあいの家 ２か所 

自治会 ７か所 

地区社会福祉協議会 ５か所 
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（６）その他 

・ツイッターの更新、チラシ等の配布により地域へのＰＲを継続して行っ 

た。 

・資源マップを小学校区地域ごとに取りまとめ、介護、介護予防等の地域 

の情報を整理し、随時更新した。 

 

３ 収益事業 

・自動販売機設置 

飲料水の売り上げの収益の一部が本会の収益となり、福祉活動を通して市  
民に還元することができる社会貢献型自動販売機の設置に取り組んでいる。 

市内の公共施設等にご協力をいただき、令和２年３月末現在で１９か所、  
２１台の社会貢献型自動販売機を置かせていただいている。（コミュニティ  
プラザとキッコーマンアリーナ、ケアセンターについては、災害発生時には  
本体に残っている飲料が無償で提供される災害ベンダー機能付き。）  

 
〇自動販売機設置状況  

場 所 災害ベンダー機能 台 数 
江戸川台福祉会館 

 
１台 

思井福祉会館 
 

１台 
流山福祉会館 

 
１台 

西深井福祉会館 
 

１台 
東深井福祉会館 

 
１台 

平和台福祉会館 
 

１台 
南流山福祉会館 

 
２台 

向小金福祉会館 
 

１台 
名都借福祉会館 

 
１台 

キッコーマンアリーナ 〇 ２台 
コミュニティプラザ 〇 １台 
北部公民館 

 
１台 

森の図書館 
 

１台 

クリーンセンター 
リサイクル館 

 
１台 

プラザ館  １台 
ごみ焼却施設  １台 

ケアセンター 〇 １台 
流山こまぎ園 

 
１台 

野々下の樹  １台 
合 計 

 
２１台 

 


